










































































































































































































Hearn、 1850-1904) の ~Kwaidan~ (1904年)を指摘しなければいけないだろうが、
本稿では「琴のそら音j を中心にしてハーンについては言及しないことにする。た
だし、明治になって疎外されてきた怪談を取り上げてその味方を自任したハーンの

































































































う親密な(ずっと一緒にいる)存在ではなくなる。「津田君 J の I~~霊話によって
「余」の婚約者は一度目露戦争という死の関131へ行ってきた「不気味なものJにな
ってしまったともいえよう。
















































































































3 台j1日1祥子 II科学j という信仰一夏目散石「琴のそら音j を視座として-J W東京大学国
文学論集5~ 東京大学文学部国文学研究室、 2010年3月。
4 荻原佳子 I1出霊という狂気:激石「琴のそら音JJ W九州一久子大学紀要39巻3号』九州女子
大学文学部人間文化学科、 2003年2月。













9 夏 u 激イゴiIi~づ;石全集 第二巻J岩波書);ri、1994:tj三、 pp.99-100。
10 夏目激そiIi'激石全集 第二巻』岩波書1i、1994if、pp.87-880
1 夏1:::1激石lIax7:I全集第二巻』岩波1'1:J;ì~; 、 1994 年、 pp.93-94。
12 夏目減石『出;石全集 第二巻』岩波書応、 199Mj三、 pp.99-100。
13 I~I 分より優秀な存在に対するルサンチマンが「余」に俗 1ft的出!日:を志向させた可能性が
ある 0













無用を以て有m を助くべく、石仏を敷台・革itll見ぎに転じ(石出品良 11明治開化J~j と市民
文化の成立j、1羽田百年記念 明治文化史論集J)、東京府は明治七年、神仏分間fに反し
たとして、お岩稲荷のや1体を没収 (1明治!断、1]篇年辞典J)J
延広真治「三遊亭円 it羽『真景22 ヶ?)*I~J Ii'国文学 解釈と教材の研究~ 37巻9号、皐燈社、
1992年8丹、 p.110。













夏I=CJ倣石「戦後文界の趨勢JW刷;石全集 第二五巻』岩波書J;5、 1994年、 p.1080
なお、この論考が『新小説』に発表されたのは、「琴のそら音j 発表3ヶ月後の1905年8丹
である。




22 夏目i軟石『株式石全集 第二巻』岩波書倍、 1994年、 p.105。
23 r津田君j の場合、「インフルエンザj は高い声で、「よく注意したまへJは低い声であ
った。
24 夏!ヨ激石『撤石全集 第二巻』岩波書倍、 1994年、 pp.106-107。
25 湯本豪ー『明治期怪異妖怪記事資料集成』国書干IJ行会、 2009年、 p.482。
26 1905年の時点でも、戦死者の写真から血が出る (3月四日『神戸新聞~)とか、日本海海

























荻原桂子「幽霊という狂気一散石 f琴のそら音JJ W九州女子大学紀要.人文・社会科学編~ 39 
巻3号、 2003年2月






7~n皆美{圭「夏目激石 f琴のそら音」考 1余j の見た I1出霊j のもたらしたものJ ~人文論究』
46巻3号、関西学院大学文学部、 1996年12月
権問和士 1(聖なるもの)の表象をめく会って一夏目激石 f琴のそら音j 私解J~日本文学~ 54 
巻642ト 2005年6月
権島知明「夏目潮:石『琴のそら音』の意義一自己像描写とプロットの〔相互関係〕、及び『文
学論~ ~文学評論』に見るプロット観との比較J ~中央大学国文~ 47号、 2004年3月
Jamet Olivier 1夏目散石の『琴のそら音』における幻想、 I~I~霊、死の主題J ~京都産業大学論
集外国語と外国文学系列~ 27号、 2000年3月
網倉勲 r恐怖」のレトリック一激石「琴のそら音Jと円斡「牡丹・燈籍JJ ~緑 i珂詞林~ 33号、
2009年3月
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